
 
     
１ 

 
                               

再
興
三
十
年
の
同
窓
会
に
想
う 

 
 

港
工
同
窓
会
副
会
長 

 
 

港(

定)

13
期
Ｅ 

西
原 

要
四
郎 

 

六
月
十
六
日
は
平
成
三
十
年
度
港
工
同

窓
会
の
総
会
が
六
郷
工
科
高
等
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
は
滞
り
な
く
順
調

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
会
場
正
面
に
校
旗
を
掲
げ
ま
し

た
と
こ
ろ
、
会
場
は
一
変
し
明
る
い
雰
囲

気
に
な
り
、
同
窓
会
活
動
再
興
三
十
年
の

節
目
に
花
を
供
え
ら
れ
た
よ
う
に
笑
顔
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
港
工
同
窓
会
を

一
途
に
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
前
田
会
長

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

総
会
は
予
定
通
り
終
了
と
な
り
、
参
加

者
数
人
に
近
況
を
ご
披
露
頂
き
、
歓
談
が

続
き
ま
し
た
。
お
話
の
端
々
に
今
後
の
活

動
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
様
励
ま
し
の

お
言
葉
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
昨
年
と
同
じ
品
川
駅
前
の

「
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
」
の
会

場
へ
急
行
い
た
し
ま
し
た
。 

会
場
は
綺
麗
に
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

更
に
持
参
し
た
校
旗
を
掲
げ
ま
し
た
こ
と

で
「
港
工
」
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
。 

雰
囲
気
は
上
昇
す
る
な
か
に
更
な
る
ビ

ッ
グ
マ
ン
が
ご
来
場
な
さ
い
ま
し
た
の
で
、

会
場
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
致
し
ま
し

た
。
そ
の
人
は
世
界
一
の
ビ
ィ
グ
マ
ジ
シ

ャ
ン
で
、
港
工
同
窓
会
の
会
員
で
も
あ
る

「
前
田
知
洋
」氏
が
懇
親
会
を
賑
々
し
く
、

か
つ
楽
し
く
演
出
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
会
場
に
は
特
別
ご
優
待

の
ご
婦
人
方
も
大
い
に
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
な
ど
供
俱
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

「
増
え
る
こ
と
の
な
い
会
員
」
の
動
向

(

総
会
出
席
者
、
懇
親
会
参
加
者
等
々)

を

鑑
み
る
と
き
一
抹
の
淋
し
さ
を
感
じ
得
ま

す
が
、
前
田
会
長
は
じ
め
幹
事
の
皆
さ
ん

と
共
に
何
時
迄
も
笑
顔
の
同
窓
会
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

友
の
う
れ
ひ
は 

我
が
う
れ
ひ 

我
喜
べ
ば 

友
の
笑
む 

人
生
の
幸 

青
春
の 

片
身
を
わ
か
つ 

君
と
僕 

胸
の
高
鳴
り 

数
え
て
は 

友
情
の
野
辺 

行
か
ん
哉 

 こ
の
歌
は
、
初
代
校
長
早
坂
朝
太
郎
先

生
の
作
詞
で
「
校
友
の
歌
」
と
し
て
定
時

制
で
校
歌
と
並
ん
で
愛
唱
さ
れ
た
応
援
歌

で
す
。(

第
四
番) 

厳
し
い
環
境
の
内
で
「
学
び
」
と
云
う

こ
と
の
楽
し
さ
と
苦
し
み
を
共
有
で
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
歌
と
し
て
学
べ
る
こ
と

は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
有
り
ま
す
。 

「
校
友
の
歌
」
に
み
る
「
友
の
う
れ
ひ
は

我
が
う
れ
ひ
」・
・
・
と
互
い
に
慈
し
む
心

と
心
が
寄
り
添
い
、
助
け
合
っ
て
笑
顔
が

弾
け
る
、
そ
の
よ
う
な
同
窓
会
に
な
れ
る

様
に
務
め
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

   

 

  港 工 同 窓 会 

         ニュース 

 
 
     臨時号    平成30年 10月 1日発行  発行責任者 前田武男 

     ◇ 第１５回 六 郷 祭 のお知らせ ◇ 
 日 時 ： 平成３０年１０月２０日（土) ９時～１６時 ※日曜は無し 
          ※（１０月１９日（金) 非公開、学校関係者のみ） 
場 所 ： 東京都立六郷工科高等学校 

            京浜急行「雑色」駅下車 国道沿い徒歩３分 
 校内自動車工場には、懐かしのＡ型フォードが保存されています 
 設備の多くに港工の機器が活用されている校内を見学できます。 

  港工同窓会の部屋を用意し、昔のアルバム等の資料を展示します。 
  ・・・ 見学前後の休憩・歓談にお立ち寄り下さい ・・・・・・ 
  ・・・ 名簿の閲覧・住所変更・賛助金の納入等受付けます ・・ 

臨時号　　　　平成 30 年 10 月 1 日発行　　　発行責任者　前田武男

臨時号 港工同窓会ニュース 平成30年10月1日

1

2018090733-港工-同窓会（臨時号）.indd   1 2018/09/28   11:02:02



3 
 

      

思
い
出
す
と
52
年
前
に
体
一
つ
で
奄
美

大
島
か
ら
東
京
へ
出
て
き
た
私
で
す
。
会
社

の
先
輩
か
ら
進
め
ら
れ
て
港
工
へ
入
学
し

ま
し
た
。
学
校
給
食
・
授
業
が
楽
し
み
で
、

仕
事
が
終
了
後
、
電
車
に
乗
り
新
橋
駅
か
ら

繁
華
街
を
学
生
服
姿
で
歩
い
て
通
学
し
ま

し
た
。 

 

４
年
生
の
時
に
生
徒
会
長
を
任
せ
ら
れ

て
一
年
間
何
と
か
こ
な
し
ま
し
た
。
失
敗
は

夕
礼
の
後
に
校
歌
を
歌
う
時
に
指
揮
を
す

る
わ
け
で
す
が
、
音
楽
の
評
価
は
０
？
の
私

は
上
手
に
指
揮
棒
を
振
れ
ず
、
皆
さ
ん
の
前

で
「
恥
」
を
か
い
た
の
を
思
い
出
と
し
て
一

番
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
卒
業
後
、
縁
有
っ
て
Ｋ
／
Ｃ
社

に
転
職
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
上
海
等
工
場
立

ち
上
げ
を
専
門
に
仕
事
を
行
い
、
定
年
迄
働

い
た
の
が
私
の
人
生
で
し
た
。 

 

定
年
後
、
市
の
公
民
館
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
が
な
じ
め
ず
、
翌
年
に
地
区
の
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
入
会
し
現
在
も
続
け

て
い
ま
す
。
５
回
／
週
の
練
習
日
が
有
り
大

会
も
２
～
３
回
／
月
有
り
、
入
賞
も
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
体
に
気
を
つ
け

て
楽
し
み
な
が
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
汗

を
流
し
て
体
を
鍛
え
、
又
、
孫
３
人
の
成
長

を
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
進
学
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
人
生
を
謳
歌
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
      

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

高
木  

妙
二
郎 

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

藤
原 

要
之
助 

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

藤
井 

正
義 

高
輪
一
本 

３
期
Ｅ 

高
橋 

由
夫 

高
輪
一
本 

７
期
E3 

秋
山 

二
郎 

高
輪
一
本 

７
期
E3 

庄
司 

正
喜 

高
輪
一
本 

７
期
E4 

永
井 

貫
一
郎 

高
輪
二
本 

９
期
Ｅ 

高
田 

和
二 

麻
布
一
本 

１
期
Ｅ 

茅
野 

賢
夫 

麻
布
一
本 

２
期
Ｍ 

小
田
倉  

貢 

麻
布
一
本 

２
期
Ｅ 

高
井 

稲
保 

麻
布
一
本 

３
期
Ｍ 

水
谷 

光
男 

麻
布
一
本 

３
期
Ｍ 

渡
辺 

貢
一 

麻
布
一
本 

４
期
Ｍ 

埜
口 

延
吉 

麻
布
一
本 

４
期
Ｅ 

君
塚 

仁 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

小
川 

光 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

永
野 

英
二 

麻
布
一
本 

６
期
Ｍ 

志
村 

順
一 

麻
布
一
本 

７
期
Ｅ 

佐
藤 

廸
夫 

麻
布
一
本 

７
期
Ｅ 

岩
瀬 

純
一
郎 

 

※
生
前
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

港(

全) 

２
期
Ｐ 

 

薗
部  

利
康 

港(

全) 

２
期
Ｃ 

 

平
元 

隆 

 

※
平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

港(

全) 

２
期
Ｃ 

 

藤
澤  

久
夫 

港(

全) 

３
期
Ａ 

 

山
際 

善
次 

港(

全) 

３
期
Ｐ 

 

須
藤  

千
尋 

 

※
み
な
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

 
 

子
供
、
孫
、
ひ
孫(

５
人)

に
恵
ま
れ
て
、

み
ん
な
元
気
で
い
い
人
生
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

港(

全) 

４
期
Ａ 

 

船
橋 

貞
夫 

港(

全) 

４
期
Ｃ 

 

橋
本  

孔
助 

港(

全) 

４
期
Ｃ 

 

広
瀬  

辰
雄 

 

※
大
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

鈴
木  

徹 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

滝
田  

義
則 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

八
田
羽  

健
二 

 

※
主
人
は
戦
後
の
大
変
な
時
代
も
頑
張

っ
て
生
き
て
参
り
ま
し
た
。
皆
々
様
の

お
陰
で
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

港(

全) 

５
期
Ｃ 

 

西
田  

三
喜
雄 

港(

全) 

６
期
Ａ 

 

井
上 

光
二 

港(

全) 

６
期
Ａ 

 

江
沢 

旭 

港(

全) 

６
期
Ｃ 

 

横
田  

稔 

港(

全) 

９
期
Ｅ 

 

佐
々
木 

茂 

港(

全)

10
期
Ｍ 

 

保
田  

孝
夫 

港(

全)

11
期
E2 

 

相
良 

乙
彦 

港(

全)

11
期
Ｃ 

 

杵
淵 

日
出
男 

港(

全)

12
期
E1 

 

鎌
田 

弘
二 

 

※
生
前
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

港(

全)

12
期
E1 

 

藤
井 

不
二
男 

港(

全)

12
期
E2 

 

綱
島 

三
郎 

  

港(

全)

14
期
E1  
山
田 

万
治 

港(

全)

15
期
Ｃ 

 
稲
川 

利
昭 

港(

全)

16
期
Ａ 

 

斉
藤 
義
勝 

港(

全)

16
期
Ｃ 

 

中
川 
富
男 

港(

全)

19
期
Ｍ 

 

中
平  

治
生 

港(

全)

26
期
Ｃ 

 

加
藤 

信
義 

※
高
校
時
代
の
友
人
が
不
明
で
す
。
親
し

く
し
て
い
た
方
な
ど
に
お
知
ら
せ
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。(

姉
で
す) 

※
ご
遺
族
よ
り
ご
寄
付
を
戴
き
ま
し
た 

港(

全)

33
期
Ａ 

 

鈴
木  

武
彦 

港(

全)

52
期
Ｃ 

 

亀
井 

耕
太 

港(

全)

54
期
Ｅ  

 

五
十
嵐  

隼
人 

港(

定) 

２
期
Ｃ 

 

本
多  

昇 

港(

定) 

３
期
Ｃ 

 

田
中 

次
郎 

 

※
長
年
に
渡
り
大
変
に
お
世
話
に
な
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

家
族) 

港(

定) 

７
期
Ｍ 

 

高
橋 

成
壽 

港(

定) 

９
期
Ｃ 

 

毛
塚 

龍
太
郎 

港(

定) 

９
期
Ｃ 

 

小
倉 

茂 

港(

定)

11
期
Ｍ 

 

新
木  

利
規 

港(

定)

11
期
Ｅ 

 

小
出  

昭
男 

 

※
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

港(

定)

13
期
MB 

 

中
田 

隆
司 

港(

定)

13
期
Ｅ  

 

加
藤 

征
男 

港(

定)

14
期
MA  

安
江  

弘
吉 

港(

定)

21
期
MB 

 

平
野 

勉 

  

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 

 

港 

工 

と 

人 

生 
     

 
 

港(

定)

23
期
㎆ 

重 

忠
光 

 
 

訃 
 

報 
 

 
 

(

敬
称
略) 

2 
 

 

第
30
回
定
期
総
会
懇
親
会 

   
   

←
校
旗 

←
マ
ジ
シ
ャ
ン 

 
 
 
 

前
田
知
洋 

 【
恩
師
出
席
者
】 

 
 ←

電
気(

全) 

 
 
 

山
田
信
幸 

←
教
頭(

全) 

 
 
 

相
川
英
昭 

 

←
英
語(

全) 

 
 
 

甲
斐
徳
隆 

 
 

 
｛
会
長 

前
田
武
男
｝

 
 

 

←
14
代
校
長 

 
 
 

和
泉
勲 

←
数
学(

全) 

 
 
 

両
角
亮
一 

←
教
頭(

全) 

 
 
 

木
村
武
敏 

 

←
自
動
車(

全) 

 
 
 

豊
山
州
生 

  
 
 
 
 

敬
称
略 

 

平
成
31
年
度
定
期
総
会
・懇
親
会 

 
 

 

来
春
の
定
期
総
会
は
，
六
郷
工
科
高
校
に

て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
昨
年
、
本
年
と

使
用
し
好
評
で
あ
っ
た
、
JR
品
川
駅
前
で

開
催
を
予
定
し
ま
す
。 

駅
前
で
来
場
し
易
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ク
ラ
ス
会
や
、
旧
友
と
の
再
会
に
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

（
ご
家
族
の
方
の
会
費
は
無
料
と
し
ま
す
）。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
旧
交
を
温
め

ら
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 
 

日
時 

平
成
31
年
６
月
15
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

場
所 

総 

会 

六
郷
工
科
高
校
に
て 

13
時
よ
り 

 
 

懇
親
会 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン 

シ
テ
イ
品
川
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

16
時
よ
り 

 

※
詳
細
は
来
年
４
月
、
学
校
行
事
日
程
の 

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

     

 

○
事
務
局
か
ら
ご
案
内 

 

※
港
工
高
50
周
年
記
念
誌
（
平
成
8
年) 

※
港
工
高
閉
校
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
16
年
） 

 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は 

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※
港
工
高
20
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、 

 

 

在
庫
が
僅
か
の
た
め
配
布
不
可
で
す
。 

 

内
容
等
ご
質
問
あ
れ
ば
ご
一
報
下
さ
い
。 

 

部
分
コ
ピ
ー
の
上
送
り
ま
す
。 

（
秋
の
六
郷
祭
に
は
展
示
し
ま
す
） 

  

◇
理
事
会
風
景 

六
郷
工
科
高
校
・
資
料
室 
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思
い
出
す
と
52
年
前
に
体
一
つ
で
奄
美

大
島
か
ら
東
京
へ
出
て
き
た
私
で
す
。
会
社

の
先
輩
か
ら
進
め
ら
れ
て
港
工
へ
入
学
し

ま
し
た
。
学
校
給
食
・
授
業
が
楽
し
み
で
、

仕
事
が
終
了
後
、
電
車
に
乗
り
新
橋
駅
か
ら

繁
華
街
を
学
生
服
姿
で
歩
い
て
通
学
し
ま

し
た
。 

 

４
年
生
の
時
に
生
徒
会
長
を
任
せ
ら
れ

て
一
年
間
何
と
か
こ
な
し
ま
し
た
。
失
敗
は

夕
礼
の
後
に
校
歌
を
歌
う
時
に
指
揮
を
す

る
わ
け
で
す
が
、
音
楽
の
評
価
は
０
？
の
私

は
上
手
に
指
揮
棒
を
振
れ
ず
、
皆
さ
ん
の
前

で
「
恥
」
を
か
い
た
の
を
思
い
出
と
し
て
一

番
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
卒
業
後
、
縁
有
っ
て
Ｋ
／
Ｃ
社

に
転
職
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
上
海
等
工
場
立

ち
上
げ
を
専
門
に
仕
事
を
行
い
、
定
年
迄
働

い
た
の
が
私
の
人
生
で
し
た
。 

 

定
年
後
、
市
の
公
民
館
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
が
な
じ
め
ず
、
翌
年
に
地
区
の
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
入
会
し
現
在
も
続
け

て
い
ま
す
。
５
回
／
週
の
練
習
日
が
有
り
大

会
も
２
～
３
回
／
月
有
り
、
入
賞
も
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
体
に
気
を
つ
け

て
楽
し
み
な
が
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
汗

を
流
し
て
体
を
鍛
え
、
又
、
孫
３
人
の
成
長

を
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
進
学
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
人
生
を
謳
歌
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
      

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

高
木  

妙
二
郎 

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

藤
原 

要
之
助 

高
輪
一
本 

１
期
Ｅ 

藤
井 

正
義 

高
輪
一
本 

３
期
Ｅ 

高
橋 

由
夫 

高
輪
一
本 

７
期
E3 

秋
山 

二
郎 

高
輪
一
本 

７
期
E3 

庄
司 

正
喜 

高
輪
一
本 

７
期
E4 

永
井 

貫
一
郎 

高
輪
二
本 

９
期
Ｅ 

高
田 

和
二 

麻
布
一
本 
１
期
Ｅ 

茅
野 

賢
夫 

麻
布
一
本 
２
期
Ｍ 

小
田
倉  

貢 

麻
布
一
本 

２
期
Ｅ 

高
井 

稲
保 

麻
布
一
本 

３
期
Ｍ 
水
谷 

光
男 

麻
布
一
本 

３
期
Ｍ 
渡
辺 

貢
一 

麻
布
一
本 

４
期
Ｍ 

埜
口 
延
吉 

麻
布
一
本 

４
期
Ｅ 

君
塚 
仁 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

小
川 

光 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

永
野 

英
二 

麻
布
一
本 

６
期
Ｍ 

志
村 

順
一 

麻
布
一
本 

７
期
Ｅ 

佐
藤 

廸
夫 

麻
布
一
本 

７
期
Ｅ 

岩
瀬 

純
一
郎 

 

※
生
前
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

港(

全) 

２
期
Ｐ 

 

薗
部  

利
康 

港(

全) 

２
期
Ｃ 

 

平
元 

隆 

 

※
平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

港(

全) 

２
期
Ｃ 

 

藤
澤  

久
夫 

港(

全) 

３
期
Ａ 

 

山
際 

善
次 

港(

全) 

３
期
Ｐ 

 

須
藤  

千
尋 

 

※
み
な
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

 
 

子
供
、
孫
、
ひ
孫(

５
人)

に
恵
ま
れ
て
、

み
ん
な
元
気
で
い
い
人
生
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

港(

全) 

４
期
Ａ 

 

船
橋 

貞
夫 

港(

全) 

４
期
Ｃ 

 

橋
本  

孔
助 

港(

全) 

４
期
Ｃ 

 

広
瀬  

辰
雄 

 

※
大
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

鈴
木  

徹 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

滝
田  

義
則 

港(

全) 

５
期
Ｐ 

 

八
田
羽  

健
二 

 

※
主
人
は
戦
後
の
大
変
な
時
代
も
頑
張

っ
て
生
き
て
参
り
ま
し
た
。
皆
々
様
の

お
陰
で
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

港(

全) 

５
期
Ｃ 

 

西
田  

三
喜
雄 

港(

全) 

６
期
Ａ 

 

井
上 

光
二 

港(

全) 

６
期
Ａ 

 

江
沢 

旭 

港(

全) 

６
期
Ｃ 

 

横
田  

稔 

港(

全) 

９
期
Ｅ 

 

佐
々
木 

茂 

港(

全)

10
期
Ｍ 

 

保
田  

孝
夫 

港(

全)

11
期
E2 

 

相
良 

乙
彦 

港(
全)

11
期
Ｃ 

 

杵
淵 

日
出
男 

港(
全)
12
期
E1 

 

鎌
田 

弘
二 

 

※
生
前
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

港(

全)

12
期
E1 

 
藤
井 

不
二
男 

港(

全)

12
期
E2 

 
綱
島 

三
郎 

  

港(

全)

14
期
E1  

山
田 

万
治 

港(

全)

15
期
Ｃ 

 

稲
川 

利
昭 

港(

全)

16
期
Ａ 

 

斉
藤 

義
勝 

港(

全)

16
期
Ｃ 

 

中
川 

富
男 

港(

全)

19
期
Ｍ 

 

中
平  

治
生 

港(

全)

26
期
Ｃ 

 

加
藤 

信
義 

※
高
校
時
代
の
友
人
が
不
明
で
す
。
親
し

く
し
て
い
た
方
な
ど
に
お
知
ら
せ
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。(

姉
で
す) 

※
ご
遺
族
よ
り
ご
寄
付
を
戴
き
ま
し
た 

港(

全)

33
期
Ａ 

 

鈴
木  

武
彦 

港(

全)

52
期
Ｃ 

 

亀
井 

耕
太 

港(

全)

54
期
Ｅ  

 

五
十
嵐  

隼
人 

港(

定) 

２
期
Ｃ 

 

本
多  

昇 

港(

定) 

３
期
Ｃ 

 

田
中 

次
郎 

 

※
長
年
に
渡
り
大
変
に
お
世
話
に
な
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

家
族) 

港(

定) 

７
期
Ｍ 

 

高
橋 

成
壽 

港(

定) 

９
期
Ｃ 

 

毛
塚 

龍
太
郎 

港(

定) 

９
期
Ｃ 

 

小
倉 

茂 

港(

定)

11
期
Ｍ 

 

新
木  

利
規 

港(

定)

11
期
Ｅ 

 

小
出  

昭
男 

 

※
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

港(

定)

13
期
MB 

 

中
田 

隆
司 

港(

定)

13
期
Ｅ  

 

加
藤 

征
男 

港(

定)

14
期
MA  

安
江  

弘
吉 

港(

定)

21
期
MB 

 

平
野 

勉 

  

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 

 
港 
工 

と 

人 

生 
     

 
 

港(

定)

23
期
㎆ 

重 

忠
光 

 
 

訃 
 

報 
 

 
 

(

敬
称
略) 

2 
 

 

第
30
回
定
期
総
会
懇
親
会 

   
   

←
校
旗 

←
マ
ジ
シ
ャ
ン 

 
 
 
 

前
田
知
洋 

 【
恩
師
出
席
者
】 

 
 ←

電
気(

全) 

 
 
 

山
田
信
幸 

←
教
頭(

全) 

 
 
 

相
川
英
昭 

 

←
英
語(

全) 

 
 
 

甲
斐
徳
隆 

 
 

 

｛
会
長 

前
田
武
男
｝

 
 

 

←
14
代
校
長 

 
 
 

和
泉
勲 

←
数
学(

全) 

 
 
 

両
角
亮
一 

←
教
頭(

全) 

 
 
 

木
村
武
敏 

 

←
自
動
車(

全) 

 
 
 

豊
山
州
生 

  
 
 
 
 

敬
称
略 

 

平
成
31
年
度
定
期
総
会
・懇
親
会 

 
 

 

来
春
の
定
期
総
会
は
，
六
郷
工
科
高
校
に

て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
昨
年
、
本
年
と

使
用
し
好
評
で
あ
っ
た
、
JR
品
川
駅
前
で

開
催
を
予
定
し
ま
す
。 

駅
前
で
来
場
し
易
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ク
ラ
ス
会
や
、
旧
友
と
の
再
会
に
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

（
ご
家
族
の
方
の
会
費
は
無
料
と
し
ま
す
）。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
旧
交
を
温
め

ら
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 
 

日
時 

平
成
31
年
６
月
15
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

場
所 

総 

会 

六
郷
工
科
高
校
に
て 

13
時
よ
り 

 
 

懇
親
会 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン 

シ
テ
イ
品
川
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

16
時
よ
り 

 

※
詳
細
は
来
年
４
月
、
学
校
行
事
日
程
の 

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

     

 

○
事
務
局
か
ら
ご
案
内 

 

※
港
工
高
50
周
年
記
念
誌
（
平
成
8
年) 

※
港
工
高
閉
校
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
16
年
） 

 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は 

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※
港
工
高
20
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、 

 

 

在
庫
が
僅
か
の
た
め
配
布
不
可
で
す
。 

 

内
容
等
ご
質
問
あ
れ
ば
ご
一
報
下
さ
い
。 

 

部
分
コ
ピ
ー
の
上
送
り
ま
す
。 

（
秋
の
六
郷
祭
に
は
展
示
し
ま
す
） 

  

◇
理
事
会
風
景 

六
郷
工
科
高
校
・
資
料
室 
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麻
布(

一
本)

５
Ｍ 

五
十
嵐 

増
男 

身
体
不
調
の
た
め
不
参
加
い
た
し
ま
す
。 

  

麻
布(

一
本)

６
Ｍ 

加
藤 

弘 

本
通
知
を
受
領
し
た
の
は
、
１５
日
午
後
で

し
た
。
出
・
欠
の
返
事
を
す
る
余
裕
な
ど

全
く
無
く
ど
う
ぞ
ご
理
解
下
さ
い
。
麻
布

工
業
を
卒
業
し
て
７２
年
に
な
り
ま
す
。 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

青
沼 

弘 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。麻
布
工(

１
～
３
年)

、高
輪(

４

～
５
年)

、
港
工
発
足
初
年(

３
年
度)

だ
け

で
し
た
が
当
時
を
懐
か
し
く
、
繰
り
返
し

読
ま
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

発
行
継
続
の
ご
苦
労
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

中
田 

達
夫 

高
輪
か
ら
引
っ
越
し
想
い
出
す
。
勉
強
机

３
人
用
を
一
人
で
押
し
な
が
ら
札
ノ
辻
を

ゆ
っ
く
り
歩
い
た
こ
と
。 

  

港(

全)

３
期
Ｍ 

田
中 

一
實 

８５
才
に
な
り
、
車
椅
子
の
生
活
で
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

波
多
野 

稔 

体
力
、
気
力
と
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

生
活
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

三
宅 

晃 

懐
か
し
い
港
工
時
代
も
夢
の
中
に
な
り
ま

し
た
。
眼
・
足
腰
と
も
に
歳
相
応
に
衰
え

不
自
由
で
す
。 

港(

全)

４
期
Ｍ 

秋
山 

敏
朗 

私
は
気
持
ち
は
元
気
で
す
が
、
昨
年
来
転

倒
に
よ
る
骨
折
及
び
腰
痛
の
た
め
、
歩
行

が
困
難
で
、
総
会
に
は
欠
席
し
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ａ 

加
藤 

明
彦 

明
石
先
生
は
じ
め
、
４
Ａ
の
同
級
会
（
明

石
会
）
の
皆
様
元
気
し
て
ま
す
か
。 

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

山
崎 

輝
男 

体
調
は
１００
％
ま
で
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
遠

出
の
外
出
は
無
理
な
の
で
欠
席
し
ま
す
。

港
工
同
窓
会
も
再
興
し
て
か
ら
30
年
と

な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
維
持

で
き
た
の
は
会
長
始
め
幹
事
の
努
力
の
た

ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

港(

全)

５
期
Ａ 

福
西 

及 

歩
行
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５
期
Ｃ 

吉
川 

孝 

元
気
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｐ 

佐
々
木 

修
一 

加
藤
琢
二
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
由
、
ま

こ
と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
１０
月
の
湯

河
原
旅
行
、
参
加
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｅ 

大
串 

忠
史 

総
会
・
懇
親
会
の
出
席
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
６
期
Ｅ
の
人
た
ち
は
ま
だ
一
度

も
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

港(

全)

８
期
Ｍ 

海
野 

鑑
一 

港
工
高
同
窓
会
再
ス
タ
ー
ト
30
周
年
。
先

達
各
位
の
ご
尽
力
で
再
起
と
そ
の
後
の
皆

さ
ん
の
ご
努
力
で
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
は
な
き
母
校
に
思
い
を

寄
せ
る
心
が
モ
テ
ィ
ー
ヴ
・
パ
ワ
ー
と
な

り
感
慨
ひ
と
し
お
か
と
ご
同
慶
の
至
り
で

す
。
物
故
役
員
の
方
々
に
も
黙
祷
。 

 

港(

全)

８
期
Ｍ 

及
川 

孔
二 

聴
力
障
害
で
指
文
字
（
手
話
）
と
筆
談
で

の
会
話
し
か
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

中
尾 

力 

Ｓ
３１
年
卒
業
以
来
ク
ラ
ス
会
を
欠
か
し

た
事
な
く
６０
数
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
３０

年
は
６
月
10
日
11
名
出
席
。
新
橋
亭
の

常
連
に
な
っ
て
い
ま
す
。傘
寿
を
超
え
て
、

皆
様
お
元
気
で
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

高
橋 

常
幸 

８０
歳
に
な
り
ま
し
た
。
詩
吟
を
始
め
て

５０
年
、
ゴ
ル
フ
は
４０
年
余
り
に
な
り
ま

す
。
毎
週
声
を
出
し
、
体
を
動
か
し
て
健

康
寿
命
を
伸
ば
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

堂
地 

利
之 

東
京
の
各
所
の
散
歩
に
参
加
し
て
お
り
、

こ
の
秋
に
は
愛
宕
神
社
に
参
拝
予
定
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ２ 

米
原 

貞
治 

６
／
５
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
初
め
て

受
け
取
り
ま
し
た
。 

港(
全)
１０
期
Ｍ 

下
田 

雄
三 

７
月
７
日
に
同
じ
企
業
に
い
る
、
ま
た
は

居
た
港
工
高
卒
業
生
の
集
ま
り
が
あ
り
、

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
持
参
し
見

せ
た
と
こ
ろ
、
自
分
も
よ
く
読
み
た
い
と

い
う
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催
し
、
今
年

で
七
十
数
回
に
な
り
ま
す
。
何
年
た
っ
て

も
何
時
も
当
時
の
思
い
出
話
し
と
港
工
同

窓
会
員
の
誇
り
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

 
港(
全)
７
期
Ｅ 

小
暮 

憲
司 

８０
才
を
過
ぎ
た
老
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
６
～

７
名
が
、
年
２
～
３
回
集
い
軽
飲
食
を
取

り
な
が
ら「
四
方
山
話
」に
花
を
咲
か
せ
、

相
互
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
一
刻
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

橋
本 

俊
一 

６
月
１０
日
に
新
橋
亭
に
て
８
Ｅ
の
級
会

を
約
10
名
で
開
き
ま
す
。
幹
事
岡
村
、
中

尾
君
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ー
病
に
て
週
２
回
運

動
支
援
型
リ
ハ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
ご
ろ
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
６
月
10
日
新
橋
亭
に
て

行
い
、
１１
名
の
出
席
予
定
で
す
。 

港(

全)

８
期
Ｅ 

川
畑 

降
春 

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
実
施
。
幹
事
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
！
皆
の
元
気
な
姿
を
う
れ
し

く
！ 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

高
橋 

諒
一 

年
一
回
、
仲
間
５
人
で
旧
交
を
暖
め
て
い

ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｍ 

小
林 

保
男 

６
月
３
日
の
ク
ラ
ス
会
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
員
わ
ず
か
５
人
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。
１２
期
Ｍ
は
７６
才
７７
才
で
す
。

こ
れ
が
現
実
、
ラ
ー
メ
ン
屋
現
役
、
土
曜

日
は
一
週
間
で
一
番
お
客
さ
ん
の
多
い
日
、

残
念
で
す
が
！ 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

土
井 

博 

平
成
２８
年
秋
よ
り
年
１
回
の
ク
ラ
ス
会

を
新
橋
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

１１
月
に
予
定
。 

  

港(

全)

３９
期
Ｅ１ 

長
谷
川 

幸
一 

今
年
は
５０
才
に
な
り
、
記
念
の
ク
ラ
ス
会

と
し
て
、
暑
気
払
い
で
も
開
催
し
た
い
で

す
。 

  
港(

定)

１０
期
Ｃ 

細
田 

正
明 

第
10
回
、
昭
和
３３
年
３
月
卒
（
担
任
高

橋
光
春
先
生
）。毎
年
８
月
に
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
８
月
に
２２
回

目
を
行
う
予
定
で
す 

 

       

高
輪(

一
本)

２
期
㎆ 

清
水 

讓 

６
／
１３
に
連
絡
来
ま
し
た
が
、
定
期
総
会

出
欠
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
戴
い
て
居
り
ま
す
。
こ
の
世
に
生
の
有

る
限
り
お
付
合
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

５
期
㎆ 

小
林 

茂
雄 

１
／
１３
に
脳
梗
塞
で
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
中

で
す
。
皆
様
お
体
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

  

高
輪(

一
本)

５
期
Ｅ 

西
本 

保 

輪
工
電
気
科
卒
業
し
て
７０
年
余
り
。
友
人

も
数
名
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
は
頑
張

っ
て
下
さ
い 

  

高
輪(

一
本)

７
期
Ｅ３ 

吉
澤 

孝
義 

世
界
水
墨
展
が
６
月
２３
～
３０
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
返
事
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

高
輪(

二
本)

９
期
Ｅ 

富
岡 

光
一 

自
宅
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
も
９０
才
を
過
ぎ
、
人
数
が
た
い
へ
ん

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り(

平
成
３０
年
度) 

 

返
信
は
が
き
か
ら
の 

 
 

近
況
・想
い
出(

平
成
３０
年
度) 

 4 

返
信
ハ
ガ
キ
か
ら
の
近
況
・
想
い
出 

 

特
別
会
員
30
年
度
（
春
号
追
加
） 

 

旧(

教
頭)

全 
 

本
波 
哲
郎 

〝
10
年
１
日
の
如
し
〟
の
日
々
を
過
し

て
い
ま
す
。
卒
寿
を
越
え
て
元
気
で
い
ら

れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
、
感
謝
の
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。 

  

旧(

体
育)

全 
 

斉
藤 

徳
也 

私
は
今
年
、
古
希
を
迎
え
る
年
齢
と
な
り

ま
し
た
。
港
工
業
高
校
は
、
教
員
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
し
た
学
校
で
す
。藤
田
先
生
、

石
井
先
生
、
植
松
先
生
、
松
田
先
生
、
両

角
先
生
、
明
石
先
生
、
八
重
先
生
、
小
田

桐
さ
ん
等
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
今
日
ま
で
無
事
に
生
活
を
送
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
総
会

に
は
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回

は
参
加
で
き
ま
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

旧(

電
気)

全 
 

床
枝 

晃 

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月

31
日
付
で
定
年
退
職
を
致
し
ま
し
た
。 

  
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
  

 
 

   

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

須
藤 

明 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ま
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
の
皆
様
の
思
い
出
記
事
に
私
も
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。私
達
４
期
Ｃ
同
窓
生
は
、

亡
く
な
っ
た
方
も
何
人
か
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
毎
年
同
級
会
を
開
催
し
、
今
年

で
七
十
数
回
に
な
り
ま
す
。
何
年
た
っ
て

も
何
時
も
当
時
の
思
い
出
話
し
と
港
工
同

窓
会
員
の
誇
り
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

 
港(
全)
７
期
Ｅ 

小
暮 

憲
司 

８０
才
を
過
ぎ
た
老
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
６
～

７
名
が
、
年
２
～
３
回
集
い
軽
飲
食
を
取

り
な
が
ら「
四
方
山
話
」に
花
を
咲
か
せ
、

相
互
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
一
刻
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

橋
本 

俊
一 

６
月
１０
日
に
新
橋
亭
に
て
８
Ｅ
の
級
会

を
約
10
名
で
開
き
ま
す
。
幹
事
岡
村
、
中

尾
君
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ー
病
に
て
週
２
回
運

動
支
援
型
リ
ハ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
ご
ろ
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
６
月
10
日
新
橋
亭
に
て

行
い
、
１１
名
の
出
席
予
定
で
す
。 

港(

全)

８
期
Ｅ 

川
畑 

降
春 

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
実
施
。
幹
事
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
！
皆
の
元
気
な
姿
を
う
れ
し

く
！ 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

高
橋 

諒
一 

年
一
回
、
仲
間
５
人
で
旧
交
を
暖
め
て
い

ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｍ 

小
林 

保
男 

６
月
３
日
の
ク
ラ
ス
会
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
員
わ
ず
か
５
人
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。
１２
期
Ｍ
は
７６
才
７７
才
で
す
。

こ
れ
が
現
実
、
ラ
ー
メ
ン
屋
現
役
、
土
曜

日
は
一
週
間
で
一
番
お
客
さ
ん
の
多
い
日
、

残
念
で
す
が
！ 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

土
井 

博 

平
成
２８
年
秋
よ
り
年
１
回
の
ク
ラ
ス
会

を
新
橋
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

１１
月
に
予
定
。 

  

港(

全)

３９
期
Ｅ１ 

長
谷
川 

幸
一 

今
年
は
５０
才
に
な
り
、
記
念
の
ク
ラ
ス
会

と
し
て
、
暑
気
払
い
で
も
開
催
し
た
い
で

す
。 

  

港(
定)

１０
期
Ｃ 

細
田 

正
明 

第
10
回
、
昭
和
３３
年
３
月
卒
（
担
任
高

橋
光
春
先
生
）。毎
年
８
月
に
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
８
月
に
２２
回

目
を
行
う
予
定
で
す 

 

       

高
輪(

一
本)

２
期
㎆ 

清
水 

讓 

６
／
１３
に
連
絡
来
ま
し
た
が
、
定
期
総
会

出
欠
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
戴
い
て
居
り
ま
す
。
こ
の
世
に
生
の
有

る
限
り
お
付
合
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

５
期
㎆ 

小
林 

茂
雄 

１
／
１３
に
脳
梗
塞
で
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
中

で
す
。
皆
様
お
体
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

  

高
輪(

一
本)

５
期
Ｅ 

西
本 

保 

輪
工
電
気
科
卒
業
し
て
７０
年
余
り
。
友
人

も
数
名
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
は
頑
張

っ
て
下
さ
い 

  

高
輪(

一
本)

７
期
Ｅ３ 

吉
澤 

孝
義 

世
界
水
墨
展
が
６
月
２３
～
３０
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
返
事
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

高
輪(

二
本)

９
期
Ｅ 

富
岡 

光
一 

自
宅
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
も
９０
才
を
過
ぎ
、
人
数
が
た
い
へ
ん

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り(

平
成
３０
年
度) 

 

返
信
は
が
き
か
ら
の 

 
 

近
況
・想
い
出(

平
成
３０
年
度) 

 4 

返
信
ハ
ガ
キ
か
ら
の
近
況
・
想
い
出 

 

特
別
会
員
30
年
度
（
春
号
追
加
） 

 

旧(

教
頭)

全 
 

本
波 

哲
郎 

〝
10
年
１
日
の
如
し
〟
の
日
々
を
過
し

て
い
ま
す
。
卒
寿
を
越
え
て
元
気
で
い
ら

れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
、
感
謝
の
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。 

  

旧(

体
育)

全 
 

斉
藤 

徳
也 

私
は
今
年
、
古
希
を
迎
え
る
年
齢
と
な
り

ま
し
た
。
港
工
業
高
校
は
、
教
員
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
し
た
学
校
で
す
。藤
田
先
生
、

石
井
先
生
、
植
松
先
生
、
松
田
先
生
、
両

角
先
生
、
明
石
先
生
、
八
重
先
生
、
小
田

桐
さ
ん
等
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
今
日
ま
で
無
事
に
生
活
を
送
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
総
会

に
は
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回

は
参
加
で
き
ま
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

旧(

電
気)

全 
 

床
枝 

晃 

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月

31
日
付
で
定
年
退
職
を
致
し
ま
し
た
。 

  
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
  

 
 

   

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

須
藤 

明 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ま
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
の
皆
様
の
思
い
出
記
事
に
私
も
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。私
達
４
期
Ｃ
同
窓
生
は
、

亡
く
な
っ
た
方
も
何
人
か
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
毎
年
同
級
会
を
開
催
し
、
今
年

で
七
十
数
回
に
な
り
ま
す
。
何
年
た
っ
て

も
何
時
も
当
時
の
思
い
出
話
し
と
港
工
同

窓
会
員
の
誇
り
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

 
港(
全)

７
期
Ｅ 

小
暮 

憲
司 

８０
才
を
過
ぎ
た
老
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
６
～

７
名
が
、
年
２
～
３
回
集
い
軽
飲
食
を
取

り
な
が
ら「
四
方
山
話
」に
花
を
咲
か
せ
、

相
互
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
一
刻
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

橋
本 
俊
一 

６
月
１０
日
に
新
橋
亭
に
て
８
Ｅ
の
級
会

を
約
10
名
で
開
き
ま
す
。
幹
事
岡
村
、
中

尾
君
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ー
病
に
て
週
２
回
運

動
支
援
型
リ
ハ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
ご
ろ
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
６
月
10
日
新
橋
亭
に
て

行
い
、
１１
名
の
出
席
予
定
で
す
。 

港(

全)

８
期
Ｅ 

川
畑 

降
春 

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
実
施
。
幹
事
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
！
皆
の
元
気
な
姿
を
う
れ
し

く
！ 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

高
橋 

諒
一 

年
一
回
、
仲
間
５
人
で
旧
交
を
暖
め
て
い

ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｍ 

小
林 

保
男 

６
月
３
日
の
ク
ラ
ス
会
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
員
わ
ず
か
５
人
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。
１２
期
Ｍ
は
７６
才
７７
才
で
す
。

こ
れ
が
現
実
、
ラ
ー
メ
ン
屋
現
役
、
土
曜

日
は
一
週
間
で
一
番
お
客
さ
ん
の
多
い
日
、

残
念
で
す
が
！ 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

土
井 

博 

平
成
２８
年
秋
よ
り
年
１
回
の
ク
ラ
ス
会

を
新
橋
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

１１
月
に
予
定
。 

  

港(

全)

３９
期
Ｅ１ 

長
谷
川 

幸
一 

今
年
は
５０
才
に
な
り
、
記
念
の
ク
ラ
ス
会

と
し
て
、
暑
気
払
い
で
も
開
催
し
た
い
で

す
。 

  
港(

定)

１０
期
Ｃ 

細
田 

正
明 

第
10
回
、
昭
和
３３
年
３
月
卒
（
担
任
高

橋
光
春
先
生
）。毎
年
８
月
に
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
８
月
に
２２
回

目
を
行
う
予
定
で
す 

 

       

高
輪(

一
本)

２
期
㎆ 

清
水 

讓 

６
／
１３
に
連
絡
来
ま
し
た
が
、
定
期
総
会

出
欠
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
戴
い
て
居
り
ま
す
。
こ
の
世
に
生
の
有

る
限
り
お
付
合
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

５
期
㎆ 

小
林 

茂
雄 

１
／
１３
に
脳
梗
塞
で
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
中

で
す
。
皆
様
お
体
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

  

高
輪(

一
本)

５
期
Ｅ 

西
本 

保 

輪
工
電
気
科
卒
業
し
て
７０
年
余
り
。
友
人

も
数
名
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
は
頑
張

っ
て
下
さ
い 

  

高
輪(

一
本)

７
期
Ｅ３ 

吉
澤 

孝
義 

世
界
水
墨
展
が
６
月
２３
～
３０
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
返
事
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

高
輪(

二
本)

９
期
Ｅ 

富
岡 

光
一 

自
宅
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
も
９０
才
を
過
ぎ
、
人
数
が
た
い
へ
ん

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り(

平
成
３０
年
度) 

 

返
信
は
が
き
か
ら
の 

 
 

近
況
・想
い
出(

平
成
３０
年
度) 
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麻
布(

一
本)

５
Ｍ 

五
十
嵐 

増
男 

身
体
不
調
の
た
め
不
参
加
い
た
し
ま
す
。 

  

麻
布(
一
本)

６
Ｍ 

加
藤 

弘 

本
通
知
を
受
領
し
た
の
は
、
１５
日
午
後
で

し
た
。
出
・
欠
の
返
事
を
す
る
余
裕
な
ど

全
く
無
く
ど
う
ぞ
ご
理
解
下
さ
い
。
麻
布

工
業
を
卒
業
し
て
７２
年
に
な
り
ま
す
。 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

青
沼 

弘 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。麻
布
工(

１
～
３
年)

、高
輪(
４

～
５
年)

、
港
工
発
足
初
年(

３
年
度)

だ
け

で
し
た
が
当
時
を
懐
か
し
く
、
繰
り
返
し

読
ま
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

発
行
継
続
の
ご
苦
労
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

中
田 

達
夫 

高
輪
か
ら
引
っ
越
し
想
い
出
す
。
勉
強
机

３
人
用
を
一
人
で
押
し
な
が
ら
札
ノ
辻
を

ゆ
っ
く
り
歩
い
た
こ
と
。 

  

港(

全)

３
期
Ｍ 

田
中 

一
實 

８５
才
に
な
り
、
車
椅
子
の
生
活
で
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

波
多
野 

稔 

体
力
、
気
力
と
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

生
活
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

三
宅 

晃 

懐
か
し
い
港
工
時
代
も
夢
の
中
に
な
り
ま

し
た
。
眼
・
足
腰
と
も
に
歳
相
応
に
衰
え

不
自
由
で
す
。 

港(

全)

４
期
Ｍ 

秋
山 

敏
朗 

私
は
気
持
ち
は
元
気
で
す
が
、
昨
年
来
転

倒
に
よ
る
骨
折
及
び
腰
痛
の
た
め
、
歩
行

が
困
難
で
、
総
会
に
は
欠
席
し
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ａ 

加
藤 

明
彦 

明
石
先
生
は
じ
め
、
４
Ａ
の
同
級
会
（
明

石
会
）
の
皆
様
元
気
し
て
ま
す
か
。 

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

山
崎 

輝
男 

体
調
は
１００
％
ま
で
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
遠

出
の
外
出
は
無
理
な
の
で
欠
席
し
ま
す
。

港
工
同
窓
会
も
再
興
し
て
か
ら
30
年
と

な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
維
持

で
き
た
の
は
会
長
始
め
幹
事
の
努
力
の
た

ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

港(

全)

５
期
Ａ 

福
西 

及 

歩
行
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５
期
Ｃ 

吉
川 
孝 

元
気
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｐ 

佐
々
木 

修
一 

加
藤
琢
二
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
由
、
ま

こ
と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
１０
月
の
湯

河
原
旅
行
、
参
加
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｅ 

大
串 

忠
史 

総
会
・
懇
親
会
の
出
席
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
６
期
Ｅ
の
人
た
ち
は
ま
だ
一
度

も
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

港(

全)

８
期
Ｍ 

海
野 

鑑
一 

港
工
高
同
窓
会
再
ス
タ
ー
ト
30
周
年
。
先

達
各
位
の
ご
尽
力
で
再
起
と
そ
の
後
の
皆

さ
ん
の
ご
努
力
で
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
は
な
き
母
校
に
思
い
を

寄
せ
る
心
が
モ
テ
ィ
ー
ヴ
・
パ
ワ
ー
と
な

り
感
慨
ひ
と
し
お
か
と
ご
同
慶
の
至
り
で

す
。
物
故
役
員
の
方
々
に
も
黙
祷
。 

 

港(

全)

８
期
Ｍ 

及
川 

孔
二 

聴
力
障
害
で
指
文
字
（
手
話
）
と
筆
談
で

の
会
話
し
か
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

中
尾 

力 

Ｓ
３１
年
卒
業
以
来
ク
ラ
ス
会
を
欠
か
し

た
事
な
く
６０
数
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
３０

年
は
６
月
10
日
11
名
出
席
。
新
橋
亭
の

常
連
に
な
っ
て
い
ま
す
。傘
寿
を
超
え
て
、

皆
様
お
元
気
で
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

高
橋 

常
幸 

８０
歳
に
な
り
ま
し
た
。
詩
吟
を
始
め
て

５０
年
、
ゴ
ル
フ
は
４０
年
余
り
に
な
り
ま

す
。
毎
週
声
を
出
し
、
体
を
動
か
し
て
健

康
寿
命
を
伸
ば
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

堂
地 

利
之 

東
京
の
各
所
の
散
歩
に
参
加
し
て
お
り
、

こ
の
秋
に
は
愛
宕
神
社
に
参
拝
予
定
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ２ 

米
原 

貞
治 

６
／
５
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
初
め
て

受
け
取
り
ま
し
た
。 

港(

全)

１０
期
Ｍ 

下
田 

雄
三 

７
月
７
日
に
同
じ
企
業
に
い
る
、
ま
た
は

居
た
港
工
高
卒
業
生
の
集
ま
り
が
あ
り
、

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
持
参
し
見

せ
た
と
こ
ろ
、
自
分
も
よ
く
読
み
た
い
と

い
う
人
が
あ
り
、
出
来
ま
し
た
ら
送
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

―
―
事
務
局
よ
り 

 
 
 
 

６
Ａ
小
滝
様
へ
送
付
済
で
す
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ２ 

佐
藤 

弘
司 

加
藤
先
生
と
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
電

気
の
実
習
で
教
え
て
頂
い
た
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
野
球
部
の
監
督
も
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
応
援
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
神
宮
第
２
球
場
で
東
京
都
の
夏
の
大

会
で
し
た
。相
手
は
私
立
の
城
西
高
校
で
、

チ
ア
ガ
ー
ル
と
大
勢
の
応
援
で
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
応
援
は
さ
び
し
い
も

の
で
し
た
が
、
試
合
が
終
わ
っ
た
後
、
ベ

ン
チ
の
屋
根
か
ら
加
藤
先
生
に
声
を
か
け

て
挨
拶
し
ま
し
た
。
満
足
そ
う
な
先
生
の

お
顔
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ１ 

伊
東 

重
幸 

港
工
、
校
舎
は
す
で
に
な
い
。
し
か
し
船

出
し
た
母
校
の
思
い
出
は
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
。
元
気
な
う
ち
に
愛
宕
山
の
石
段

に
再
挑
戦
し
て
み
る
か
？ 

 

港(

全)

１１
期
Ｃ 

今
村 

将 

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 4 

返
信
ハ
ガ
キ
か
ら
の
近
況
・
想
い
出 

 

特
別
会
員
30
年
度
（
春
号
追
加
） 

 

旧(

教
頭)

全 
 

本
波 

哲
郎 

〝
10
年
１
日
の
如
し
〟
の
日
々
を
過
し

て
い
ま
す
。
卒
寿
を
越
え
て
元
気
で
い
ら

れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
、
感
謝
の
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。 

  

旧(

体
育)

全 
 

斉
藤 

徳
也 

私
は
今
年
、
古
希
を
迎
え
る
年
齢
と
な
り

ま
し
た
。
港
工
業
高
校
は
、
教
員
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
し
た
学
校
で
す
。藤
田
先
生
、

石
井
先
生
、
植
松
先
生
、
松
田
先
生
、
両

角
先
生
、
明
石
先
生
、
八
重
先
生
、
小
田

桐
さ
ん
等
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
今
日
ま
で
無
事
に
生
活
を
送
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
総
会

に
は
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回

は
参
加
で
き
ま
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

旧(

電
気)

全 
 

床
枝 

晃 

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月

31
日
付
で
定
年
退
職
を
致
し
ま
し
た
。 

  
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 
  

 
 

   

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

須
藤 

明 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ま
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
の
皆
様
の
思
い
出
記
事
に
私
も
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。私
達
４
期
Ｃ
同
窓
生
は
、

亡
く
な
っ
た
方
も
何
人
か
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
毎
年
同
級
会
を
開
催
し
、
今
年

で
七
十
数
回
に
な
り
ま
す
。
何
年
た
っ
て

も
何
時
も
当
時
の
思
い
出
話
し
と
港
工
同

窓
会
員
の
誇
り
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

７
期
Ｅ 

小
暮 

憲
司 

８０
才
を
過
ぎ
た
老
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
６
～

７
名
が
、
年
２
～
３
回
集
い
軽
飲
食
を
取

り
な
が
ら「
四
方
山
話
」に
花
を
咲
か
せ
、

相
互
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
一
刻
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

橋
本 

俊
一 

６
月
１０
日
に
新
橋
亭
に
て
８
Ｅ
の
級
会

を
約
10
名
で
開
き
ま
す
。
幹
事
岡
村
、
中

尾
君
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ー
病
に
て
週
２
回
運

動
支
援
型
リ
ハ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
ご
ろ
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
６
月
10
日
新
橋
亭
に
て

行
い
、
１１
名
の
出
席
予
定
で
す
。 

港(

全)

８
期
Ｅ 

川
畑 

降
春 

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
実
施
。
幹
事
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
！
皆
の
元
気
な
姿
を
う
れ
し

く
！ 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

高
橋 

諒
一 

年
一
回
、
仲
間
５
人
で
旧
交
を
暖
め
て
い

ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｍ 

小
林 

保
男 

６
月
３
日
の
ク
ラ
ス
会
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
員
わ
ず
か
５
人
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。
１２
期
Ｍ
は
７６
才
７７
才
で
す
。

こ
れ
が
現
実
、
ラ
ー
メ
ン
屋
現
役
、
土
曜

日
は
一
週
間
で
一
番
お
客
さ
ん
の
多
い
日
、

残
念
で
す
が
！ 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

土
井 

博 

平
成
２８
年
秋
よ
り
年
１
回
の
ク
ラ
ス
会

を
新
橋
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

１１
月
に
予
定
。 

  

港(

全)

３９
期
Ｅ１ 

長
谷
川 

幸
一 

今
年
は
５０
才
に
な
り
、
記
念
の
ク
ラ
ス
会

と
し
て
、
暑
気
払
い
で
も
開
催
し
た
い
で

す
。 

  

港(

定)

１０
期
Ｃ 

細
田 

正
明 

第
10
回
、
昭
和
３３
年
３
月
卒
（
担
任
高

橋
光
春
先
生
）。毎
年
８
月
に
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
８
月
に
２２
回

目
を
行
う
予
定
で
す 

 

       

高
輪(

一
本)

２
期
㎆ 

清
水 

讓 

６
／
１３
に
連
絡
来
ま
し
た
が
、
定
期
総
会

出
欠
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
戴
い
て
居
り
ま
す
。
こ
の
世
に
生
の
有

る
限
り
お
付
合
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

５
期
㎆ 

小
林 

茂
雄 

１
／
１３
に
脳
梗
塞
で
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
中

で
す
。
皆
様
お
体
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

  

高
輪(

一
本)

５
期
Ｅ 

西
本 

保 

輪
工
電
気
科
卒
業
し
て
７０
年
余
り
。
友
人

も
数
名
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
は
頑
張

っ
て
下
さ
い 

  

高
輪(

一
本)

７
期
Ｅ３ 

吉
澤 

孝
義 

世
界
水
墨
展
が
６
月
２３
～
３０
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
返
事
が
遅
れ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

高
輪(

二
本)

９
期
Ｅ 

富
岡 

光
一 

自
宅
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
も
９０
才
を
過
ぎ
、
人
数
が
た
い
へ
ん

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り(

平
成
３０
年
度) 

 

返
信
は
が
き
か
ら
の 

 
 

近
況
・想
い
出(

平
成
３０
年
度) 
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〔
以
下
、
定
時
制
の
方
で
す
〕 

港(

定)

４
期
Ｅ 

鈴
木 

孝
一 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
有
り
難
う
。
曽
布
川
先

生
の
手
記
に
感
激
し
ま
し
た
。
私
達
は
多

分
数
学
を
習
い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
の
上
手

な
先
生
で
暖
か
く
接
し
下
さ
れ
、
戦
後
の

殺
伐
と
し
た
世
の
中
を
港
工
の
夜
学
で
皆

で
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

港(

定)

７
期
Ｍ 

小
川 

昭
次 

総
会
の
通
知
が
６
／
１２
届
き
ま
し
た
の

で
返
信
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。 

  

港(

定)

８
期
Ｍ
Ａ 

中
根 

康
夫 

体
力
が
弱
く
な
り
出
歩
く
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
定
時
制
の
元
気

な
頃
を
思
い
出
し
て
、
な
つ
か
し
く
思
い

出
が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
勇 

港
工
高
を
昭
和
３１
年
卒
業
し
６２
年
経
過
、

友
人
達
と
の
思
い
出
は
懐
か
し
く
忘
れ
な

い
も
の
だ
。
仲
の
良
か
っ
た
友
人
が
他
界

し
、
や
が
て
自
分
も
と
考
え
る
と
寂
し
い

が
、
こ
れ
も
人
生
と
受
け
止
め
る
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
、
高
校
生
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
競
技
大
会
、
女
子

大
学
生
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
発
表
会

な
ど
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
、
毎
年
本
場
ハ

ワ
イ
で
の
親
善
交
流
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導
員
と

し
て
活
動
し
、
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
キ
ー

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

港(

定)

９
期
Ｃ 

佐
田 

一
郎 

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。
港

工
高
の
文
字
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
わ
か

き
ひ
の
こ
と
が
あ
っ
と
、
時
に
は
走
馬
灯

の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

過
日
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
の
よ

う
に
今
は
無
き
母
校
の
前
を
通
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
博
物
館
に
行
き
、
様
々
の
懐
か
し
い
機

器
に
触
れ
な
が
ら
、
勉
強
し
過
去
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
勿
論
級
友
の
こ
と
も
。
新

橋
の
懐
か
し
い
街
並
み
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
想
い
を
馳
せ
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。
懐
か
し
い
港
工
高
よ
、
何
時

ま
で
も
‥
！ 

 

港(

定)

１２
期
Ｍ
Ｂ 

野
口 

英
司 

本
年
１
月
よ
り
６
月
３１
日
ま
で
病
院
生

活
を
余
儀
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後

小
規
模
多
機
能
看
護
生
活
で
体
を
慣
ら
し

て
参
る
次
第
で
す
。 

 

港(

定)

１２
期
Ｃ 

佐
藤 

興
八 

今
年
の
５
月
中
旬
頃
、
自
宅
洗
面
所
の
水

漏
れ
工
事
を
し
た
処
、
後
に
首
や
左
腕
が

自
由
に
動
か
な
く
な
り
、
不
自
由
し
て
お

り
ま
す
。 

 

港(

定)

１３
期
Ｃ 

鵜
飼 

保
行 

現
在
入
院
中
で
す
が
、
今
年
も
４
月
迄
は

元
気
で
居
り
ま
し
た
。
今
迄
生
き
て
来
た

中
で
在
校
中
が
Ｖ
一
番
で
し
た
。
も
し
元

気
で
退
院
出
来
た
ら
、
次
回
は
参
加
し
た

い
で
す
。 

港(

定)

１０
期
Ｍ 

中
村 

信
雄 

昭
和
２９
年
入
学
定
時
制
１０
期
の
入
試
倍

率
は
４
・
０１
倍
、
都
立
校
の
昼
夜
を
通
し

て
最
高
で
、
当
時
経
済
的
理
由
で
昼
間
学

べ
な
い
人
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
の
証
し

で
す
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
中
西
さ
ん
の

「
鬼
怒
川
温
泉
旅
行
記
」
を
拝
見
。
港
工

卒
業
生
の
中
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
居
る
こ
と

に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
私
も
幼

児
期
か
ら
鉄
道
に
憧
れ
、
卒
業
と
と
も
に

国
鉄
に
就
職
。
昭
和
３７
年
憧
れ
の
電
車
運

転
士
に
な
り
、
昭
和
４０
年
５
月
開
業
、
半

年
後
新
幹
線
の
運
転
士
と
し
て
着
任
、
黎

明
期
～
平
成
８
年
３
月
ま
で
新
幹
線
運
転

士
兼
機
関
士
と
し
て
乗
務
し
て
き
ま
し
た
。

先
日 

〝
の
ぞ
み
〟
で
殺
人
事
件
が
あ
り

ま
し
た
が
、
開
業
以
来
の
出
来
事
を
運
転

士
の
視
点
で
細
か
く
記
録
し
た
「
東
海
道

新
幹
線
運
転
室
の
安
全
管
理
」
を
出
版
し

ま
し
た
。 

 

港(

定)

１３
期
Ｅ 

西
原 

要
四
郎 

「
一
年
三
百
六
十
五
日
」
が
毎
年
短
く
感

じ
ら
れ
る
こ
と
に
淋
し
く
な
り
ま
す
。 

 

港(

定)

１４
期
Ｍ
Ｂ 

加
藤 

欣
悟 

現
在
、
週
２
回
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

体
調
も
良
く
、元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

定)

２３
期
Ｃ 

志
村 

政
彦 

次
回
早
め
に
日
程
が
分
か
れ
ば
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇ 

編 
集 

後 

記 

◇ 

 

港
工
再
興
３０
周
年
も
無
事
に
終
わ
り

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
し
始
め
ま
し

た
。
次
回
、
記
念
す
べ
き
回
は
何
年
後
と

な
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

春
号
は
５
年
前
（
平
成
２６
年
ご
ろ
）
か

ら
、
主
に
古
く
か
ら
の
（
期
の
若
い
）
会

員
さ
ん
主
体
と
、
原
則
賛
助
金
（
年
２
千

円
）
を
一
度
で
も
お
支
払
い
の
方
の
み
郵

送
し
て
お
り
ま
し
た
が
（
そ
れ
ま
で
は
住

所
判
明
の
方
ほ
ぼ
全
員
）、だ
が
今
回
の
春

号
（
第
１７
号
）
は
、
再
興
同
窓
会
３０
周

年
号
と
し
て
、
従
来
通
り
住
所
判
明
の
方

ほ
ぼ
全
員
に
（
約
４
千
５
０
０
通
）
お
送

り
し
ま
し
た（
通
年
は
１
千
５
０
０
通
位
）。 

 

そ
の
た
め
か
返
信
ハ
ガ
キ
が
通
年
よ
り

多
く
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
臨
時
号
は
皆

様
か
ら
の
「
返
信
ハ
ガ
キ
短
信
」
を
中
心

に
編
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
回
お
伝
え

し
て
い
る
よ
う
に
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な

の
で 

〝
返
信
全
文
〟 

を
お
載
せ
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
編
集
内
容
に
納
得
出

来
な
い
方
が
居
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
下
さ
い
。
短
く
お

ま
と
め
に
な
ら
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。 

こ
の
秋
号
（
臨
時
号
）
の
送
付
先
は
前
述

し
た
通
り
賛
助
金
お
支
払
い
の
方
で
す
。

全
員
の
方
に
お
送
り
し
た
い
の
で
す
が
、

予
算
の
関
係
で
そ
れ
も
叶
い
ま
せ
ん
。
永

い
歴
史
の
あ
る
同
窓
会
の 

〝
灯
〟 

を
消

さ
な
い
為
に
も
賛
助
金
の
納
付
を
、
お
続

け
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  6 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

今
井 

芳
雄 

水
、
土
、
日
は
、
近
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で

働
い
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｍ 
樽
井 

誠 

六
郷
祭
に
は
出
向
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

前
田
会
長
の
執
念
に
敬
意
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ２ 

剣
持 

純
保 

遠
方（
奄
美
大
島
在
住
）で
協
力
出
来
ず
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

宇
南
山 

光
夫 

い
つ
の
間
に
か
健
康
保
険
が
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
者
と
な
り
ま
し
た
。
１３

Ｅ２
の

ク
ラ
ス
会
で
は
病
気
の
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

関
根 

敏
夫 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

時
々
見
て
い
ま
す
。
紙
は
紛
失
し
ま
す
が

こ
の
形
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
、
す

ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

鈴
木 

雅
司 

同
じ
ク
ラ
ス
の
高
橋
正
勝
さ
ん
の
お
話
で

少
し
ば
か
り
、
＋
α
で
の
賛
助
金
（
寄
付
）

を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

―
―
―
事
務
局
よ
り 

 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１３
期
Ｃ 

北
村 

嵩 

在
学
中
、
担
任
い
た
だ
い
た
加
藤
琢
二
先

生
の
訃
報
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

能
井 

国
雄 

佐
倉
は
ま
だ
田
舎
の
風
景
が
あ
り
、
近
く

の
田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
ま
す
。

た
ま
に
蛇
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
方
は
腰
痛
と
肺
が
ん
で
４
回
の
手
術
を

行
い
ま
し
た
。
港
工
の
記
憶
は
少
し
も
薄

れ
て
い
ま
せ
ん
。
学
校
祭
で
は
お
か
し

な
？
ポ
マ
ー
ド
を
作
っ
て
売
っ
た
こ
と
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
自
然
科
学
部
の
伝
統

で
し
た
。 

 

港(

全)
１４
期
Ｅ１ 

横
山 

輝 

加
藤
琢
二
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
先
生
に
は
野
球
部
コ
ー
チ
・
顧
問
と

し
て
卒
業
後
も
良
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

又
、
高
橋
光
春
先
生
は
私
の
３
年
間
の
恩

師
で
あ
り
同
様
に
卒
業
後
も
永
い
間
懇
親

を
深
め
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１５
期
Ｃ 

杉
浦 

義
勝 

古
希
を
過
ぎ
、
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
ら
れ
そ
う
？
（
足
腰
が
弱
っ
て
大
丈

夫
？
）。
こ
の
欄
を
使
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
松
永
君
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

バ
レ
ー
部
だ
っ
た
杉
浦
で
す
。
何
と
か
生

き
て
い
ま
す
！ 

  

港(

全)

１５
期
Ｃ 

新
野 

勝
司 

６
月
６
日
で
７４
才
に
な
り
ま
し
た
。
港
工

時
代
に
戻
り
た
い
で
す
。
世
界
的
マ
ジ
シ

ャ
ン
、
前
田
知
洋
先
生
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

港(

全)

１６
期
Ａ 

野
尻 

孝 

学
校
卒
業
後
５４
年
過
ぎ
仲
間
と
の
連
絡

も
少
な
く
な
り
さ
び
し
い
で
す
。
私
は
ま

だ
現
役
で
都
市
建
設
ホ
テ
ル
ス
ワ
ン
レ
イ

ク
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

遠
藤 

康
治 

５
月
に
胸
部
の
手
術
を
し
ま
し
た
の
で
し

ば
し
静
養
し
ま
す
。
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傷
口
の
養
生
に
つ
と
め
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

仁
科 

忠
彦 

親
睦
会
な
ど
は
、
校
舎
が
な
く
と
も
、
愛

宕
山
が
見
え
る
場
所
で
・
・
・
・
・ 

 

港(

全)

１７
期
Ｅ２ 

田
村 

昌
男 

初
め
て
の
参
加
で
す
。
宜
し
く
。 

  

港(

全)

１８
期
Ａ 

田
中 

二
昭 

昨
年
久
々
に
仲
間
と
逢
い
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ス
仲
間
の
葬
儀
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

そ
ん
な
域
に
は
い
っ
た
の
で
す
ね
。 

 
港(

全)
１９
期
Ｅ１ 

加
藤 

誠 

Ｈ
Ｐ
担
当
の
加
藤
で
す
。
１９
期
Ｅ１
ク
ラ

ス
会
を
今
年
も
開
催
す
る
計
画
で
、
古
希

を
迎
え
た
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

占
野 

明 

一
昨
年
十
月
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
恩
師
加
藤
先
生
は

体
調
が
悪
く
、
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
昨
年
９
月
、
先
生
の
訃
報
に
接
し
驚

き
ま
し
た
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

萩
原 

義
幸 

恩
師
加
藤
先
生
の
訃
報
に
接
し
悵
然
と
し

て
お
り
ま
す
。
２０

Ｅ１
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

共
々
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
今
回
の

連
絡
が
届
い
た
の
は
６
月
１１
日
、
返
信
締

切
が
６
月
１０
日
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。 

 

港(

全)

２１
期
Ａ 

中
村 

秀
行 

多
忙
で
海
外
～
国
内
飛
び
歩
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

２６
期
Ａ 

小
坂 

洋
二 

本
年
４
月
で
６３
才
に
な
っ
た
の
を
期
に
、

勤
務
日
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。
毎
回
の
会

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

３２
期
Ｅ１ 

佐
藤 

英
智 

加
藤
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
同
窓
会
で
お
会
い
し
て
、
お
手

紙
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
良
き
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５６
期
Ｍ 

星
野 

富
一 

選
ん
だ
稼
ぎ
柄
で
は
あ
り
ま
す
が
暮
ら
し

が
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

 6 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

今
井 

芳
雄 

水
、
土
、
日
は
、
近
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で

働
い
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

樽
井 

誠 

六
郷
祭
に
は
出
向
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

前
田
会
長
の
執
念
に
敬
意
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ２ 

剣
持 
純
保 

遠
方（
奄
美
大
島
在
住
）で
協
力
出
来
ず
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

宇
南
山 

光
夫 

い
つ
の
間
に
か
健
康
保
険
が
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
者
と
な
り
ま
し
た
。
１３

Ｅ２
の

ク
ラ
ス
会
で
は
病
気
の
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

関
根 

敏
夫 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

時
々
見
て
い
ま
す
。
紙
は
紛
失
し
ま
す
が

こ
の
形
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
、
す

ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

鈴
木 

雅
司 

同
じ
ク
ラ
ス
の
高
橋
正
勝
さ
ん
の
お
話
で

少
し
ば
か
り
、
＋
α
で
の
賛
助
金
（
寄
付
）

を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

―
―
―
事
務
局
よ
り 

 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１３
期
Ｃ 

北
村 

嵩 

在
学
中
、
担
任
い
た
だ
い
た
加
藤
琢
二
先

生
の
訃
報
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

能
井 

国
雄 

佐
倉
は
ま
だ
田
舎
の
風
景
が
あ
り
、
近
く

の
田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
ま
す
。

た
ま
に
蛇
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
方
は
腰
痛
と
肺
が
ん
で
４
回
の
手
術
を

行
い
ま
し
た
。
港
工
の
記
憶
は
少
し
も
薄

れ
て
い
ま
せ
ん
。
学
校
祭
で
は
お
か
し

な
？
ポ
マ
ー
ド
を
作
っ
て
売
っ
た
こ
と
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
自
然
科
学
部
の
伝
統

で
し
た
。 

 
港(
全)
１４
期
Ｅ１ 

横
山 

輝 

加
藤
琢
二
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
先
生
に
は
野
球
部
コ
ー
チ
・
顧
問
と

し
て
卒
業
後
も
良
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

又
、
高
橋
光
春
先
生
は
私
の
３
年
間
の
恩

師
で
あ
り
同
様
に
卒
業
後
も
永
い
間
懇
親

を
深
め
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１５
期
Ｃ 

杉
浦 

義
勝 

古
希
を
過
ぎ
、
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
ら
れ
そ
う
？
（
足
腰
が
弱
っ
て
大
丈

夫
？
）。
こ
の
欄
を
使
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
松
永
君
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

バ
レ
ー
部
だ
っ
た
杉
浦
で
す
。
何
と
か
生

き
て
い
ま
す
！ 

  

港(

全)

１５
期
Ｃ 

新
野 

勝
司 

６
月
６
日
で
７４
才
に
な
り
ま
し
た
。
港
工

時
代
に
戻
り
た
い
で
す
。
世
界
的
マ
ジ
シ

ャ
ン
、
前
田
知
洋
先
生
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

港(

全)

１６
期
Ａ 

野
尻 

孝 

学
校
卒
業
後
５４
年
過
ぎ
仲
間
と
の
連
絡

も
少
な
く
な
り
さ
び
し
い
で
す
。
私
は
ま

だ
現
役
で
都
市
建
設
ホ
テ
ル
ス
ワ
ン
レ
イ

ク
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

遠
藤 

康
治 

５
月
に
胸
部
の
手
術
を
し
ま
し
た
の
で
し

ば
し
静
養
し
ま
す
。
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傷
口
の
養
生
に
つ
と
め
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

仁
科 

忠
彦 

親
睦
会
な
ど
は
、
校
舎
が
な
く
と
も
、
愛

宕
山
が
見
え
る
場
所
で
・
・
・
・
・ 

 

港(

全)

１７
期
Ｅ２ 

田
村 

昌
男 

初
め
て
の
参
加
で
す
。
宜
し
く
。 

  

港(

全)

１８
期
Ａ 

田
中 

二
昭 

昨
年
久
々
に
仲
間
と
逢
い
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ス
仲
間
の
葬
儀
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

そ
ん
な
域
に
は
い
っ
た
の
で
す
ね
。 

 
港(
全)
１９
期
Ｅ１ 

加
藤 

誠 

Ｈ
Ｐ
担
当
の
加
藤
で
す
。
１９
期
Ｅ１
ク
ラ

ス
会
を
今
年
も
開
催
す
る
計
画
で
、
古
希

を
迎
え
た
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

占
野 

明 

一
昨
年
十
月
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
恩
師
加
藤
先
生
は

体
調
が
悪
く
、
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
昨
年
９
月
、
先
生
の
訃
報
に
接
し
驚

き
ま
し
た
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

萩
原 

義
幸 

恩
師
加
藤
先
生
の
訃
報
に
接
し
悵
然
と
し

て
お
り
ま
す
。
２０

Ｅ１
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

共
々
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
今
回
の

連
絡
が
届
い
た
の
は
６
月
１１
日
、
返
信
締

切
が
６
月
１０
日
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。 

 

港(

全)

２１
期
Ａ 

中
村 

秀
行 

多
忙
で
海
外
～
国
内
飛
び
歩
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

２６
期
Ａ 

小
坂 

洋
二 

本
年
４
月
で
６３
才
に
な
っ
た
の
を
期
に
、

勤
務
日
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。
毎
回
の
会

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

３２
期
Ｅ１ 

佐
藤 

英
智 

加
藤
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
同
窓
会
で
お
会
い
し
て
、
お
手

紙
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
良
き
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５６
期
Ｍ 

星
野 

富
一 

選
ん
だ
稼
ぎ
柄
で
は
あ
り
ま
す
が
暮
ら
し

が
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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〔
以
下
、
定
時
制
の
方
で
す
〕 

港(
定)

４
期
Ｅ 

鈴
木 

孝
一 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
有
り
難
う
。
曽
布
川
先

生
の
手
記
に
感
激
し
ま
し
た
。
私
達
は
多

分
数
学
を
習
い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
の
上
手

な
先
生
で
暖
か
く
接
し
下
さ
れ
、
戦
後
の

殺
伐
と
し
た
世
の
中
を
港
工
の
夜
学
で
皆

で
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

港(

定)

７
期
Ｍ 

小
川 

昭
次 

総
会
の
通
知
が
６
／
１２
届
き
ま
し
た
の

で
返
信
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。 

  

港(

定)

８
期
Ｍ
Ａ 

中
根 

康
夫 

体
力
が
弱
く
な
り
出
歩
く
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
定
時
制
の
元
気

な
頃
を
思
い
出
し
て
、
な
つ
か
し
く
思
い

出
が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
勇 

港
工
高
を
昭
和
３１
年
卒
業
し
６２
年
経
過
、

友
人
達
と
の
思
い
出
は
懐
か
し
く
忘
れ
な

い
も
の
だ
。
仲
の
良
か
っ
た
友
人
が
他
界

し
、
や
が
て
自
分
も
と
考
え
る
と
寂
し
い

が
、
こ
れ
も
人
生
と
受
け
止
め
る
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
、
高
校
生
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
競
技
大
会
、
女
子

大
学
生
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
発
表
会

な
ど
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
、
毎
年
本
場
ハ

ワ
イ
で
の
親
善
交
流
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導
員
と

し
て
活
動
し
、
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
キ
ー

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

港(

定)

９
期
Ｃ 

佐
田 

一
郎 

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。
港

工
高
の
文
字
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
わ
か

き
ひ
の
こ
と
が
あ
っ
と
、
時
に
は
走
馬
灯

の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

過
日
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
の
よ

う
に
今
は
無
き
母
校
の
前
を
通
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
博
物
館
に
行
き
、
様
々
の
懐
か
し
い
機

器
に
触
れ
な
が
ら
、
勉
強
し
過
去
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
勿
論
級
友
の
こ
と
も
。
新

橋
の
懐
か
し
い
街
並
み
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
想
い
を
馳
せ
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。
懐
か
し
い
港
工
高
よ
、
何
時

ま
で
も
‥
！ 

 
港(
定)

１２
期
Ｍ
Ｂ 

野
口 

英
司 

本
年
１
月
よ
り
６
月
３１
日
ま
で
病
院
生

活
を
余
儀
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後

小
規
模
多
機
能
看
護
生
活
で
体
を
慣
ら
し

て
参
る
次
第
で
す
。 
 

港(

定)

１２
期
Ｃ 

佐
藤 
興
八 

今
年
の
５
月
中
旬
頃
、
自
宅
洗
面
所
の
水

漏
れ
工
事
を
し
た
処
、
後
に
首
や
左
腕
が

自
由
に
動
か
な
く
な
り
、
不
自
由
し
て
お

り
ま
す
。 

 

港(

定)

１３
期
Ｃ 

鵜
飼 

保
行 

現
在
入
院
中
で
す
が
、
今
年
も
４
月
迄
は

元
気
で
居
り
ま
し
た
。
今
迄
生
き
て
来
た

中
で
在
校
中
が
Ｖ
一
番
で
し
た
。
も
し
元

気
で
退
院
出
来
た
ら
、
次
回
は
参
加
し
た

い
で
す
。 

港(

定)

１０
期
Ｍ 

中
村 

信
雄 

昭
和
２９
年
入
学
定
時
制
１０
期
の
入
試
倍

率
は
４
・
０１
倍
、
都
立
校
の
昼
夜
を
通
し

て
最
高
で
、
当
時
経
済
的
理
由
で
昼
間
学

べ
な
い
人
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
の
証
し

で
す
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
中
西
さ
ん
の

「
鬼
怒
川
温
泉
旅
行
記
」
を
拝
見
。
港
工

卒
業
生
の
中
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
居
る
こ
と

に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
私
も
幼

児
期
か
ら
鉄
道
に
憧
れ
、
卒
業
と
と
も
に

国
鉄
に
就
職
。
昭
和
３７
年
憧
れ
の
電
車
運

転
士
に
な
り
、
昭
和
４０
年
５
月
開
業
、
半

年
後
新
幹
線
の
運
転
士
と
し
て
着
任
、
黎

明
期
～
平
成
８
年
３
月
ま
で
新
幹
線
運
転

士
兼
機
関
士
と
し
て
乗
務
し
て
き
ま
し
た
。

先
日 

〝
の
ぞ
み
〟
で
殺
人
事
件
が
あ
り

ま
し
た
が
、
開
業
以
来
の
出
来
事
を
運
転

士
の
視
点
で
細
か
く
記
録
し
た
「
東
海
道

新
幹
線
運
転
室
の
安
全
管
理
」
を
出
版
し

ま
し
た
。 

 

港(

定)

１３
期
Ｅ 

西
原 

要
四
郎 

「
一
年
三
百
六
十
五
日
」
が
毎
年
短
く
感

じ
ら
れ
る
こ
と
に
淋
し
く
な
り
ま
す
。 

 

港(

定)

１４
期
Ｍ
Ｂ 

加
藤 

欣
悟 

現
在
、
週
２
回
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

体
調
も
良
く
、元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 
港(

定)
２３
期
Ｃ 

志
村 

政
彦 

次
回
早
め
に
日
程
が
分
か
れ
ば
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇ 

編 

集 

後 

記 

◇ 

 

港
工
再
興
３０
周
年
も
無
事
に
終
わ
り

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
し
始
め
ま
し

た
。
次
回
、
記
念
す
べ
き
回
は
何
年
後
と

な
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

春
号
は
５
年
前
（
平
成
２６
年
ご
ろ
）
か

ら
、
主
に
古
く
か
ら
の
（
期
の
若
い
）
会

員
さ
ん
主
体
と
、
原
則
賛
助
金
（
年
２
千

円
）
を
一
度
で
も
お
支
払
い
の
方
の
み
郵

送
し
て
お
り
ま
し
た
が
（
そ
れ
ま
で
は
住

所
判
明
の
方
ほ
ぼ
全
員
）、だ
が
今
回
の
春

号
（
第
１７
号
）
は
、
再
興
同
窓
会
３０
周

年
号
と
し
て
、
従
来
通
り
住
所
判
明
の
方

ほ
ぼ
全
員
に
（
約
４
千
５
０
０
通
）
お
送

り
し
ま
し
た（
通
年
は
１
千
５
０
０
通
位
）。 

 

そ
の
た
め
か
返
信
ハ
ガ
キ
が
通
年
よ
り

多
く
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
臨
時
号
は
皆

様
か
ら
の
「
返
信
ハ
ガ
キ
短
信
」
を
中
心

に
編
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
回
お
伝
え

し
て
い
る
よ
う
に
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な

の
で 

〝
返
信
全
文
〟 

を
お
載
せ
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
編
集
内
容
に
納
得
出

来
な
い
方
が
居
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
下
さ
い
。
短
く
お

ま
と
め
に
な
ら
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。 

こ
の
秋
号
（
臨
時
号
）
の
送
付
先
は
前
述

し
た
通
り
賛
助
金
お
支
払
い
の
方
で
す
。

全
員
の
方
に
お
送
り
し
た
い
の
で
す
が
、

予
算
の
関
係
で
そ
れ
も
叶
い
ま
せ
ん
。
永

い
歴
史
の
あ
る
同
窓
会
の 

〝
灯
〟 

を
消

さ
な
い
為
に
も
賛
助
金
の
納
付
を
、
お
続

け
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  6 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

今
井 

芳
雄 

水
、
土
、
日
は
、
近
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で

働
い
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

樽
井 

誠 

六
郷
祭
に
は
出
向
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

前
田
会
長
の
執
念
に
敬
意
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ２ 

剣
持 

純
保 

遠
方（
奄
美
大
島
在
住
）で
協
力
出
来
ず
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

宇
南
山 

光
夫 

い
つ
の
間
に
か
健
康
保
険
が
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
者
と
な
り
ま
し
た
。
１３

Ｅ２
の

ク
ラ
ス
会
で
は
病
気
の
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

関
根 

敏
夫 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

時
々
見
て
い
ま
す
。
紙
は
紛
失
し
ま
す
が

こ
の
形
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
、
す

ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

鈴
木 

雅
司 

同
じ
ク
ラ
ス
の
高
橋
正
勝
さ
ん
の
お
話
で

少
し
ば
か
り
、
＋
α
で
の
賛
助
金
（
寄
付
）

を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

―
―
―
事
務
局
よ
り 

 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１３
期
Ｃ 

北
村 

嵩 

在
学
中
、
担
任
い
た
だ
い
た
加
藤
琢
二
先

生
の
訃
報
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

能
井 

国
雄 

佐
倉
は
ま
だ
田
舎
の
風
景
が
あ
り
、
近
く

の
田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
が
鳴
い
て
い
ま
す
。

た
ま
に
蛇
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
方
は
腰
痛
と
肺
が
ん
で
４
回
の
手
術
を

行
い
ま
し
た
。
港
工
の
記
憶
は
少
し
も
薄

れ
て
い
ま
せ
ん
。
学
校
祭
で
は
お
か
し

な
？
ポ
マ
ー
ド
を
作
っ
て
売
っ
た
こ
と
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
自
然
科
学
部
の
伝
統

で
し
た
。 

 

港(

全)

１４
期
Ｅ１ 

横
山 

輝 

加
藤
琢
二
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
先
生
に
は
野
球
部
コ
ー
チ
・
顧
問
と

し
て
卒
業
後
も
良
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

又
、
高
橋
光
春
先
生
は
私
の
３
年
間
の
恩

師
で
あ
り
同
様
に
卒
業
後
も
永
い
間
懇
親

を
深
め
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１５
期
Ｃ 

杉
浦 

義
勝 

古
希
を
過
ぎ
、
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
ら
れ
そ
う
？
（
足
腰
が
弱
っ
て
大
丈

夫
？
）。
こ
の
欄
を
使
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
松
永
君
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

バ
レ
ー
部
だ
っ
た
杉
浦
で
す
。
何
と
か
生

き
て
い
ま
す
！ 

  

港(

全)

１５
期
Ｃ 

新
野 

勝
司 

６
月
６
日
で
７４
才
に
な
り
ま
し
た
。
港
工

時
代
に
戻
り
た
い
で
す
。
世
界
的
マ
ジ
シ

ャ
ン
、
前
田
知
洋
先
生
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

港(

全)

１６
期
Ａ 

野
尻 

孝 

学
校
卒
業
後
５４
年
過
ぎ
仲
間
と
の
連
絡

も
少
な
く
な
り
さ
び
し
い
で
す
。
私
は
ま

だ
現
役
で
都
市
建
設
ホ
テ
ル
ス
ワ
ン
レ
イ

ク
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

遠
藤 

康
治 

５
月
に
胸
部
の
手
術
を
し
ま
し
た
の
で
し

ば
し
静
養
し
ま
す
。
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傷
口
の
養
生
に
つ
と
め
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

仁
科 

忠
彦 

親
睦
会
な
ど
は
、
校
舎
が
な
く
と
も
、
愛

宕
山
が
見
え
る
場
所
で
・
・
・
・
・ 

 

港(

全)

１７
期
Ｅ２ 

田
村 

昌
男 

初
め
て
の
参
加
で
す
。
宜
し
く
。 

  

港(

全)

１８
期
Ａ 

田
中 

二
昭 

昨
年
久
々
に
仲
間
と
逢
い
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ス
仲
間
の
葬
儀
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

そ
ん
な
域
に
は
い
っ
た
の
で
す
ね
。 

 

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

加
藤 

誠 

Ｈ
Ｐ
担
当
の
加
藤
で
す
。
１９
期
Ｅ１
ク
ラ

ス
会
を
今
年
も
開
催
す
る
計
画
で
、
古
希

を
迎
え
た
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

占
野 

明 

一
昨
年
十
月
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
恩
師
加
藤
先
生
は

体
調
が
悪
く
、
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
昨
年
９
月
、
先
生
の
訃
報
に
接
し
驚

き
ま
し
た
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

萩
原 

義
幸 

恩
師
加
藤
先
生
の
訃
報
に
接
し
悵
然
と
し

て
お
り
ま
す
。
２０

Ｅ１
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

共
々
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
今
回
の

連
絡
が
届
い
た
の
は
６
月
１１
日
、
返
信
締

切
が
６
月
１０
日
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。 

 

港(

全)

２１
期
Ａ 

中
村 

秀
行 

多
忙
で
海
外
～
国
内
飛
び
歩
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

２６
期
Ａ 

小
坂 

洋
二 

本
年
４
月
で
６３
才
に
な
っ
た
の
を
期
に
、

勤
務
日
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。
毎
回
の
会

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

３２
期
Ｅ１ 

佐
藤 

英
智 

加
藤
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
同
窓
会
で
お
会
い
し
て
、
お
手

紙
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
良
き
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５６
期
Ｍ 

星
野 

富
一 

選
ん
だ
稼
ぎ
柄
で
は
あ
り
ま
す
が
暮
ら
し

が
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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